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第1節 総     説 
 

土石流・流木対策施設は、砂防基本計画（土石流・流木対策）に基づき、必要な機

能と安全性を有するように設計する。 

 

解説 

土石流・流木対策設計技術指針（以後、「本指針」という。）は、砂防基本計画策定

指針（土石流・流木対策編）により策定した砂防基本計画（土石流・流木対策）に基

づき、土石流・流木対策施設を設計する方法について記したものである。 

渓流の特性は 1つ 1つ異なる上、区間ごとにも様相が違い、しかも時を経る中で変

化して行くため、土石流・流木対策施設の配置・設計は、時間的変化を含めた渓流特

性を現地調査・文献収集等によって把握した上で、その特性にあった機能を発揮する

ように行う。 
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図－１ 土砂移動の形態の渓床勾配による目安 1) 
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土石流・流木対策計画

土石流・流木対策施設配置計画

計画捕捉量・計画堆積量・
計画発生（流出）抑制量が土石流・流

木処理計画を満足する量か？

土石流・流木対策施設の
規模と配置の見直し

　設計流量の算出
　　土石流のピーク流量（Qsp）　　

　設計水深の算出
　　土石流のピーク流量（Qsp）の場合：マニング型の流速式と連続式

水通し高さの算出

透過型・部分透過型か？

開口部の設定

透過部断面の設定

安定計算（越流部、非越流部）

構造計算（越流部、非越流部）

Nｏ

Yes

Yes

Nｏ

余裕高の算出　　

前庭保護工の設計

除石計画

１）開口部の幅
２）開口部の高さ
３）開口部の位置

透過部断面の純間隔

透過型か？

Yes

Nｏ

　設計流量の算出
　　土砂含有を考慮した流量（1.5Qp）
　　土石流のピーク流量（Qsp）　　

　設計水深の算出
　　土砂含有を考慮した流量（1.5Qp）の場合：せきの公式
　　土石流のピーク流量（Qsp）の場合：マニング型の流速式と連続式

《砂防基本計画（土石流・流木対策編）》

《水通しの設計》

《本体・基礎・袖の設計》

《前庭保護工の設計》

図－２ 土石流・流木捕捉工設計の流れ 

 


